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A．研究目的 
 当院に通院中の HIV 感染者の登録数は、

2021 年 12 月時点で 3945 例となった。性

別は 96%が男性で、3.6%が女性であり、日

本全体の動向と大きな変わりはない。感染

経路についても同性間性的接触が主な感染

経路で、血液製剤による感染者は 2.5%であ

った。初診時の年齢については 30 代が一番

多く、次いで 20 代・40 代という傾向にな

っている。その中で重要なことは、60歳以

降で初めて来院された患者も一定数の割合

がおられ、年齢としてはかなり幅広い患者

層の背景である。 
 血液凝固異常症の患者の年齢についても、

幅広い年齢層となっている。2021年 4月末
現在で、定期通院患者数は 140例、そのう

ち HIV 感染血友病患者は 34例である。血

病患者の年齢で多いのが 40 代から 60 代で

ある。HIV 感染血友病患者に関しては、40
代と 50 代というところが圧倒的に高い割

合を占めている。 
 このような患者背景を考慮すると、地域

医療連携の現状と課題が重要になってくる。

療養の場である地域においての患者の受け

入れについては、まだまだ個別の対応が中

心であり、医療機関をはじめ、介護・福祉施

設、地域サービス提供施設などの患者受け

入れの準備は不十分である。また、HIV 感

染血友病患者の治療環境が様々ある中、患

者の高齢化、家族・サポートの変化、疾病の

情報や情報提供など、患者の支援評価や検

討が包括的に行えていない課題も残されて

いる。さらには、中核・拠点病院をはじめ、

研究要旨 【目的】HIV 感染血友病患者を含む HIV 感染者への支援の充実を目的とし

た。【方法】HIV 感染症の基礎知識及び支援のための研修会の開催および近畿ブロック内

の中核、拠点病院の看護担当者との連携のあり方について検討を行なった。【結果】特定

の患者の個別受け入れに応じた研修会を Web で開催した。HIV 感染血友病患者に対する

先進医療を実施する施設向けの研修についても開催予定となった。近畿ブロック内の中

核、拠点病院の看護担当者との連携のあり方については、通院患者の有無により連携に

関するニーズが異なっていた。看護連絡会議では、人材不足の現状が明らかになり、HIV
感染血友病患者の診療状況についての意見交換を行なった。【考察】HIV 感染血友病患者

を含むHIV 感染者への支援の充実のためには、地域医療連携の継続が必要であると考え

られた。 
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患者の居住地域での医療連携を行うにあた

り、地域の担当者と定期的、継続的に患者の

情報交換、支援検討等を行う機会、体制がで

きていない。 
 このような背景の中、本研究の目的とし

て、効果的な地域医療連携における HIV 感

染血友病患者を含むHIV感染者への支援の

充実とし、HIV 感染症の基礎知識及び支援

の研修会の開催および近畿ブロック内の中

核、拠点病院の看護担当者との連携のあり

方の検討を行なった。 
 
B．研究方法 
 HIV 感染症の基礎知識及び支援の研修会

の開催については、保健所、訪問看護ステー

ション協会、社会福祉協議会、老人保健施設

協会などへの研修案内を行い、要望に応じ

て、出前研修、集合研修等を企画して実施し、

その後のアンケートにて受け入れや連携に

おけるニーズ、課題について検討を行った。 
 近畿ブロック内の中核、拠点病院の看護

担当者との連携のあり方の検討については、

中核・拠点病院の担当者への連携に関する

アンケートを実施し、アンケート結果を踏

まえて、定期的・継続的に連携できる方法の

検討およびHIV感染血友病患者の療養状況

について情報共有を検討した。 
（倫理面への配慮） 
 研修会で用いた資料では個人が特定され

ないように、十分な配慮を行った。 
 
C．研究結果 
 研修会の開催については、新型コロナウ

イルス感染症の流行というところもあり、

出前研修会や集合形式での研修会の開催が

非常に難しい状況あった。そのため、特定の

患者の個別受け入れに応じた研修会を、

Web で開催するという対応が中心であった。

また、高齢者施設を対象とした HIV/エイズ

と結核に関する研修や、HIV 感染血友病患

者に対する先進医療を実施する施設向けの

研修は Web で開催予定となった。 
 近畿ブロック内の中核、拠点病院の看護

担当者との連携のあり方の検討については、

まずはアンケート調査を行なった。44施設
中 33施設から回答が得られ、回収率は 75%
であった。看護師の配置については、43%が

外来の診療科に配置している看護師であり、

専任配置は 27%と 4 分の 1 程度であった。

すなわち、診療科に行っている看護師がそ

の日その日、患者さんの支援を担っている

というような背景が示された。地域での研

修会勉強会等の開催は 3施設（9%）のみで

あった。地域での看護の連絡会議は、年に 1
回が 55%と半数を占め、年に 2回以上は 7
施設（21%）であった。アンケートの自由回

答としては、患者を診療していない、もしく

は患者が何年も来院していない状況の中で

研修会等が必要あるのかという意見と、診

療を行なっている施設における研修会のニ

ーズというような 2 分するような意見を認

めた。2022年 2月 8日に実施して看護連絡

会議では、8 中核拠点病院からの看護師の

参加があり、人材不足の状況が議論された。

また、薬害被害者の通院状況についても議

論を行なった。 
 最後に、HIV 地域医療支援室として 1年
間の活動実績データを示す。2021年の活動

実績は 2673件であり、そのうち HIV 感染

血友病患者を対象としてものは 126件であ

った。主には、療養生活における相談対応
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（生活面、精神的ストレス、対人関係、就労、

経済面など）、他院紹介に伴う受診調整等を

実施した。その他の HIV 感染血友病患者関

連の支援としては、療養アセスメントシー

トによる個々の症例の評価を行い、新型コ

ロナウイルス感染症のワクチン接種を 22
例に対して実施し、外来リハビリの開始、遺

族健診スタッフ向けの研修会に関する調整

を行なった。 
 
D．考察 
 本研究は、効果的な地域医療連携におけ

る HIV 感染血友病患者さんを含む HIV 陽
性者への支援の充実を目的として、HIV 感

染症の基礎知識及び支援の研修会の開催お

よび近畿ブロック内の中核、拠点病院の看

護担当者との連携のあり方について検討を

行なった。地域の医療従事における HIV 感

染症に関する知識の習得と、患者支援への

活用ができる継続的な教育活動を行うこと

が重要である。HIV 感染症の分野に関する

情報は、アップデートも多い。一方で、患者

数はそれほど多い疾患ではない。研修会の

継続には患者の受け入れ時の個別対応のほ

か、結核など他の感染症とのセットで研修

会を行うのも一つの方法であろう。 
 地域医療連携においては拠点病院間での

横のつながりも重要である。定期的な患者

の情報共有や、支援検討を行う機会を設け

て、施設間の連携を促進して患者支援の充

実に繋げることが重要である。今年度は看

護連絡会議を行い、人材不足の現状が明ら

かになった。HIV 感染血友病患者の診療状

況についても、今後定期的に意見交換を行

いたい。 
 
E．結論 
 特定の患者の個別受け入れに応じた研修

会を行い、HIV 感染血友病患者に対する先

進医療を実施する施設向けの研修の実施を

予定した。看護連絡会議を行い、人材不足の

現状が明らかになり、HIV 感染血友病患者

の診療状況についても意見交換した。 
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